第６章　内陸アジア世界・東アジア世界の展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１３　世界史　０６０１
　　　　　　　　　　　１節　トルコ化とイスラーム化の進展　　　　　　　　　
 ア 　トルコ系民族の進出とソグド人 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  P.154
· ポイント　中央アジアにおけるトルコ系民族の突厥・ウイグル、イラン系民族のソグド人の活動を知る。
・中央アジアのオアシス都市を結ぶａ　オアシスの道　　には、ｂ　インド＝イラン系　　が多かった。

・ｃ　トルコ系民族　　　前1世紀頃、匈奴の衰退に替わり、モンゴル高原で自立したｄ　遊牧騎馬民族　　。
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Ａ　　突厥　　　の進出　　はじめ、モンゴル高原で、モンゴル系の柔然の支配を受けていた。（３章３節　p.90）
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・５５３年　柔然を倒してモンゴル高原を制圧。中央アジアに進出し広大なａ　遊牧国家　　を建設。
・５５７年頃　ｂ　ササン朝　　のホスロー１世に協力し、ｃ　エフタル　　を滅ぼす。（１章１節　p.25）
・５８３年　中国のｄ　隋　　に圧迫され、東西に分裂。

　　西突厥　→　中央アジアのアム川上流地域を支配。

　　東突厥　→　モンゴル高原東部を支配。８世紀にトルコ系民族の最初のｅ　突厥文字　　を使用。（p.91）
Ｂ　　ウイグル　　　　の進出。
・８世紀　モンゴル高原から中央アジアのオアシス地帯に進出。

→　イラン系民族で、交易に従事していたａ　ソグド人　　の協力を得て、広大な遊牧国家を建設。
・７５５～７６３年　ｂ　安史の乱　　では唐を助ける。（３章３節　p.93）
Ｃ　　ソグド人　　　　の活動　　中央アジアで以前から活動していたａ　イラン系民族　　。　　　　　　　P.155
・ｂ　ブハラ　　やｃ　サマルカンド　　を拠点に、さかんにｄ　商業活動　　を行う。
　→　その拠点のアム川上流地方を▲ｅ　ソグディアナ　　という。（地図参照）
・突厥、ウイグルの遊牧国家の領内に植民して集落を作り、さらに隋・唐にも進出しｆ　中継貿易　　に従事。
→　ｇ　ソグド商人　　によって、ユーラシア大陸の東西を結ぶｈ　交易ネットワーク　　が構築された。
・中国の生糸や絹を西方にもたらす。オアシスの道はｉ　絹の道（シルクロード）　　と呼ばれる。（3章1節）
・ｊ　マニ教　　、ｋ　仏教　　、ｌ　キリスト教　　、ｍ　ゾロアスター教　　が東方に伝わった。
・ソグド人が使用したアラム系文字のソグド文字がウイグル人に伝わりｎ　ウイグル文字　　が作られる。

　→　さらに東方に伝えられ、ｏ　モンゴル文字　　、ｐ　満州文字　　などの原型となった。
Ｄ　トルコ系民族の西方への移動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・８４０年　ウイグルはａ　キルギス人　　　（同じトルコ系民族）の攻撃を受け、東西に分裂。

東ウイグル　パミール高原の東、唐の西部辺境（西域）のタリム盆地に移動して定住。
西ウイグル　パミール高原の西、ソグディアナの地に移動し定住。

・さらに圧迫された別のトルコ系民族が西方への移動を開始した。

　イ　　トルキスタンの成立　　
· ポイント　トルキスタンという地名の意味と、その地域の特性を理解する。
Ａ　 トルキスタン　　　の成立

　・９世紀　ａ　ウイグル　　国家の崩壊　→　トルコ系のウイグル人がパミール高原の東西に広がる。   　p.156
　→　オアシス地帯に定住し、先住のイラン系民族と同化が進む。　→　ｂ　中央アジアのトルコ化　　が進む。
・トルコ化　＝　ｃ　トルコ系民族の定住化にともないイラン系民族がトルコ語を使用するようになったこと。　　　
Ｂ　東西のトルキスタン

・パミール高原の東西がA　アトルキスタン　といわれるようになる。（ペルシア語で「トルコ人の地域」の意味）

・a　西トルキスタン　　　かつてのソグディアナ。現在のウズベキスタン、タジキスタン。
　　ソグド人が多く、イラン起源のｂ　ゾロアスター教　　　が信仰されていた。
・ｃ　東トルキスタン　　　タリム盆地のオアシス地帯。現在の中国の▲ｄ　新疆ウイグル自治区　　。
ウイグル人を中心にｅ　マニ教　　、ｆ　仏教　　の信仰が盛んになる。

・ウイグル人はソグド商人に替わり、内陸アジアの国際交易に活躍した。（モンゴル帝国の成立する13世紀まで）
　ウ　　トルコ人のイスラーム化　　　
■ポイント　トルコ系民族がイスラーム教を信仰するようになった経緯と意義を知る。
Ａ　タラス河畔の戦い　　 　　７５１年
・８世紀初め以降、アラブのイスラーム教徒の勢力がトルキスタン南西部に進出。
→　アム川の向こう岸をマーワラーアンナフルと呼ぶ。ムスリム軍とトルコ系遊牧騎馬軍の衝突続く。
・７５１年　タラス川の河畔でa　アッバース朝　　のムスリム軍がｂ　唐　　の軍隊を破る。
　→　ｃ　西トルキスタン地方のイスラーム化が始まった。　　　
・９世紀　ムスリム商人の活動活発になりアラル海方面に進出したトルコ人と接触。　　
→　ｄ　トルコ人のイスラーム化が進む。　　
Ｂ　 サーマーン朝　　　８７５年　イスマイール＝サーマーンが建国。
・都はａ　ブハラ　　。ｂ　イラン系　　の最初のイスラーム国家。

→　アッバース朝から西トルキスタンの支配を認められる。
・都ａ　ブハラ　　にイラン＝イスラーム文化が成立。（４章４節）
　　イスラーム医学を大成させたｃ　イブン＝シーナー　　が活躍。（p.118）
・トルコ人のイスラーム教への改宗も進む。
・トルコ人を軍人奴隷とするｄ　マムルーク　　が始まる。（４章２節　p.106）　　　　ブハラのサーマーン廟
Ｃ　 カラハン朝　　　　　１０世紀半ば　～　１２世紀半ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 p.157
・９９９年　サーマン朝を滅ぼし、ａ　トルコ系　　の最初のイスラーム国家として成立。

　→　ｂ　東西トルキスタン　　　を併せて支配。

・トルキスタンのトルコ人のイスラーム化がさらに進む。
→　中央アジアのイスラーム化が決定的となる。
・１０７７年　中央アジア出身のｃ　カシュガーリー　　、『トルコ語辞典』をバグダードで完成させる。

Ｄ　トルコ人の西方移住が進む
　・イスラーム化した中央アジアのトルコ系民族は、その後も西方移住を続けた。

　・11世紀　ａ　セルジューク朝　　西アジアに進出。1055年　バグダードに入城しブワイフ朝を倒す。(4章2節)
　　　→　さらに小アジアに進出し、ビザンツ帝国を圧迫。キリスト教側のｂ　十字軍運動　　を誘発。(5章3節)
・13世紀末　ｃ　オスマン帝国　　　小アジアに起こったトルコ系国家。15～19世紀に大国として繁栄。(後出)

　※トルコ共和国は、現在は小アジアの一国名であるがトルコ系民族は中央アジアで広く活動していたことに注意。
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